
｢見てみて研修」～写真を使って園内研修を充実させよう！～
○ 写真を使ってこんな研修ができます！

写真を見ながら
保育の取組を振り返ることが

できます。

写真を見ながら、
みんなで保育を語り合うこと

ができます。

写真を見ながら、
子どもの成長する姿をみんなで

捉えることができます。

○ ここを留意しましょう。

写真を使用するときは、
保護者に承諾を得ましょう。

園全体で写真の
管理に注意しましょう。

保育者の皆様の負担が増えたり、
保育に支障がない範囲で
取り組みましょう。

○ 写真を使った園内研修の進め方(例)

①保育の様子を撮影した写真を１枚選び、「なぜその写真を選ん
だのか」や幼児の様子で気付いたことを個人でメモをします。

②写真を選んだ人が、写真の様子について語り、一緒に見ている
他の保育者が気付いたことや考えたことを発言します。

③子どもの内面を考えたり、保育の改善について話し合います。

【様式】子どもの姿を見て語ろう

別添
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○ 幼児理解を深める５つのＳｔｅｐ

Ｓｔｅｐ１：「慣れる」
●写真を使って自身の保育を語ることに慣れる。
●なぜその写真を選んだのか、写真の中の子どもの内面を読み取り、語り合う。

Ｓｔｅｐ２：「捉える」
●写真を使って子どもの内面を多面的に捉える。
●遊びや活動の中の一連の子どもの姿を１つのスト－リーとして語る。

Ｓｔｅｐ３：「語る」
●子どもの内面の読み取りながら、保育者の意図について５領域を踏まえて語る。

Ｓｔｅｐ４：「考える」
●写真を使って子どもの内面の読み取りを踏まえて、保育環境の持つ意味を考える。

Ｓｔｅｐ５：「活かす」
●次への保育の構想に活かす。
●今後に向けて、Ｓｔｅｐ４「深める」の視点から、どうしていくとよいかを考える。

● 対応する保育者の目安
Ｓｔｅｐ１～Ｓｔｅｐ３ 初任段階保育者
Ｓｔｅｐ３～Ｓｔｅｐ５ 中堅段階保育者
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○ 写真を活用した園内研修による視点の深まりサイクル(イメージ)
別添

① 写真を撮る

② なぜその写真を選ん
だのかを考える

③ 写真について語る
（語る仲での気づき）

④ 子どもの姿や保育者の
かかわり、保育環境の意
味を考える

⑤ 学び・気づきの内面化
（その後の保育に生かし
てみる）

回数を重ねる中で、
視点が深まってくる。

選ぶ段階で保
育を振り返る。

語る段階で保育を振り返
り、気づきが生まれる。

実践の意味を考える
ことによる捉え直し
／多様な視点を知る。

新たな視点・意識し
たい視点が生まれる。
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幼児教育の質の向上へ

○ 写真を使った園内研修を充実させることで、次のような効果を目指します。

写真を使って保育を振り返る

写真を使って園内で保育を語り合う

みんなで保育を語り合うことで幼児理解が深まる

保育の改善・充実をみんなで行う
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